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論 文 内 容 の 要 旨

【研究の背景と目的】

肝内結イ1症では肝内胆管L皮 や朋管壁内外の月ll管附属腺が分泌するNluclnglycoproteinが 結石の核やマト

リ ・クスとして働 くと推 察されて い る ・乃osteopontln(C)PN)はlloncollagellousacidicbonematr{x

glycoprotemで カ1レシウム結 合能を持つ 本研究は肝内結石形成における肝内胆管 ヒ皮や胆管壁内外の胆管附

属腺が分泌するOPNの 役割について検討した

【方法】

21人 の肝切除を受けた肝内結石苑 患著の 切除標 本を用いてEnVislonTNI法 を用いた免疫組織 化学的染 色を

行った

【結 果】

免疫組織化学的染色の結果OPNは 肝内結石症を持 つ肝内朋管 上皮や胆管壁内外の胆管附属腺のみならず

肝内結石にも高度に発現していた。肝内胆管上皮内に浸潤するマ クロファージにもOPNの 発現が高度に認めら

れた また肝内胆管内や胆管上皮近傍に存 在する変性した胆管L皮 にもOPNの 発現 が認め られた.肝 内結石

には低倍率ではlamellarpatternに 、また高倍 率ではretlcularpatternのOPNの 発現が認められた。肝内

結石の中心部分には[argenestlikemernbranousstructureが 観察 された.

【考察】

これ らの結果 より肝内胆管上皮のみならず胆管壁 内外の胆管附属腺が分泌するOPNは 肝内結石形成の 初期

にはcoreprotelnと してまた後期にはmatrixprotelnと して働いていると考えられた
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